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温
暖
化
ガ
ス
排
出
量
「
四
十
六
％
削
減
」
の
数
値
目
標
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

四
月
二
十
二
日
に
開
幕
し
た
気
候
変
動
問
題
に
関
す
る
首
脳
会
議
に
お
い
て
、
菅
総
理
は
、
「
二
〇
三
〇
年
度
に
温
室
効
果

ガ
ス
を
二
〇
一
三
年
度
か
ら
四
十
六
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
さ
ら
に
五
十
％
の
高
み
に
向
け
、
挑
戦
を
続
け
る
」
と
表

明
し
た
。 

 

政
府
が
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
い
た
目
標
で
あ
る
平
成
二
十
五
年
度
比
二
十
六
％
か
ら
大
幅
引
き
上
げ
と
な
り
、
実
現
ま
で
の
道

の
り
は
容
易
で
は
な
く
、
目
標
達
成
に
は
排
出
量
削
減
ベ
ー
ス
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
加
速
す
る
必
要
が
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
大
幅
な
見
直
し
は
不
可
欠
と
な
る
。 

 

政
府
が
目
指
す
、
令
和
三
十
二
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、
す
な
わ
ち
二
〇
五
〇
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
関
連
し
提
出
し
た
質
問
主
意
書
に
対
し
、
令
和
二
年
十
二
月
四
日
「
衆
議
院

議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
二
〇
三
第
二

四
号
）
に
お
い
て
、
目
的
達
成
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
や
建
築
物
の
省
エ
ネ
等
の
推
進
、
次
世
代
自
動
車
の
新
車
販
売
に

占
め
る
割
合
等
、
各
施
策
の
回
答
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
「
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
い
う
答
弁
と
な
っ
て

い
る
。 



 

２ 

 

 
「
四
十
六
％
削
減
」
と
い
う
削
減
幅
の
よ
り
大
き
い
新
た
な
目
標
を
表
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
各
施
策
に
お
い
て
実
効
性
の

あ
る
確
実
な
目
標
を
設
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 

関
連
し
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

菅
総
理
は
二
十
二
日
夜
、
記
者
団
に
「
積
み
上
げ
て
き
た
数
字
で
全
力
を
挙
げ
れ
ば
、
そ
こ
（
四
十
六
％
）
が
視
野
に
入

っ
た
」
と
述
べ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
務
省
、
経
済
産
業
省
、
環
境
省
の
三
省
の
担
当
者
が
同
じ
く
二
十
二
日

夜
、
報
道
機
関
向
け
の
合
同
説
明
会
を
行
っ
た
が
、
そ
の
中
で
「
合
理
的
に
説
明
で
き
る
も
の
は
な
い
。
今
後
、
明
ら
か
に

し
た
い
」
旨
述
べ
て
い
る
。 

 
 

菅
総
理
が
述
べ
て
い
る
「
積
み
上
げ
て
き
た
数
字
」
と
は
何
の
数
字
か
。
ま
た
「
全
力
を
挙
げ
（
る
）
」
と
は
、
何
を
全

力
で
挙
げ
る
の
か
。 

 
 

ま
た
、
三
省
と
し
て
、
「
合
理
的
に
説
明
で
き
る
も
の
は
な
い
」
の
で
あ
れ
ば
四
十
六
％
の
削
減
目
標
数
値
は
、
菅
総
理

の
政
治
判
断
で
決
定
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
回
答
さ
れ
た
い
。 

二 

太
陽
光
発
電
の
拡
大
が
目
標
達
成
に
欠
か
せ
な
い
と
し
て
「
住
宅
や
ビ
ル
に
（
パ
ネ
ル
の
）
設
置
の
義
務
付
け
を
考
え
る

べ
き
だ
」
と
の
小
泉
環
境
大
臣
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
四
月
二
十
四
日
付
け
の
日
本
経
済
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。 



 

３ 

 

 
 

国
土
交
通
省
な
ど
関
係
各
省
と
協
議
す
る
考
え
を
示
し
、
義
務
付
け
に
向
け
て
「
環
境
省
の
思
い
を
関
係
各
省
に
伝
え
て

い
く
」
旨
を
話
し
た
と
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

現
在
、
環
境
省
内
に
お
い
て
、
住
宅
や
ビ
ル
に
お
け
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
義
務
化
の
議
論
は
あ
る
の
か
。
ど
こ
の
部
局

が
担
当
で
、
具
体
的
に
何
が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
。
住
宅
市
場
へ
の
影
響
も
大
き
い
中
、
義
務
化
す
る
際
の
新
築
と
既
存

物
件
の
差
異
を
考
慮
し
た
り
、
配
慮
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
上
で
の
義
務
化
に
つ
い
て
の
大
臣
発
言
か
。
ま
た
、
令
和
十
二

年
度
末
ま
で
に
ど
の
程
度
の
設
置
を
目
指
し
、
そ
の
効
果
は
政
府
が
目
指
す
「
四
十
六
％
削
減
」
の
ど
の
程
度
の
割
合
を
占

め
る
の
か
。
回
答
さ
れ
た
い
。 

三 

政
府
は
、
建
築
物
の
省
エ
ネ
等
の
推
進
に
つ
い
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
等
に
基
づ
く
二
〇
三
〇
年
度
の
中
期
目
標
等

の
達
成
に
向
け
、
新
築
の
建
築
物
及
び
住
宅
に
係
る
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
削
減
量
を
、
石
油
換
算
で
約
六
百
五
十
万
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
、
省
エ
ネ
に
よ
る
削
減
量
全
体
の
十
二
・
八
％
と
し
て
い
る
。 

 
 

令
和
十
二
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
四
十
六
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
削
減
目
標
は
ど
の
よ
う
に
変
更
に
な
る
か
。
ま
た
、
変
更
に
と
も
な
い
新
た
な
条
件
は
設
定
さ
れ
る
か
。
回
答
さ
れ

た
い
。 



 

４ 

 

四 

政
府
は
「
未
来
投
資
戦
略
二
〇
一
八
」
（
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
次
世

代
自
動
車
の
新
車
販
売
に
占
め
る
割
合
を
五
～
七
割
に
す
る
と
定
め
て
い
る
。 

 
 

令
和
十
二
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
四
十
六
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
目
標
は
変
更
に
な
る
か
。
変
更
さ
れ
る
場
合
、
新
た
な
条
件
は
設
定
さ
れ
る
か
。
回
答
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


